
柄
本
明
扮
す
る
青
年
教

師
が
、
黒
板
を
指
示
棒
で

コ
ン
コ
ン
た
た
き
、

「
こ
ら
ー
三
吉
、
先

先
生

生
の
前
で
大
い
び
き
を
か

い
て
寝
と
る
ち
ゃ
、
い
い

度
胸
じ
ゃ
の
う
」

「
す
い
ま
せ
ん
、
こ

三
吉

ら
え
て
つ
か
ー
さ
い
」

「
罰
を
与
え
る
。
後

先
生

ろ
へ
行
っ
て
、
防
火
用
の

水
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持

っ
て
立
ち
な
さ
い
」

「
良
人
、
先
生
の
行

先
生

為
は
正
し
い
か
」

「
正
し
い
と
思
い
ま

良
人

す
」

「
み
ど
り
、
意
見
を

先
生

言
い
給
え
」

「
教
室
は
勉
強
す

み
ど
り

る
と
こ
ろ
じ
ゃ
け
、
寝
ち」

ゃ
ー
い
け
ん
と
思
い
ま
す

「
三
吉
、
今
の
意
見

先
生

を
聞
い
た
か
」

「
は
い
。
あ
り
が
た

三
吉

き
意
見
じ
ゃ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
」

「
感
謝
は
よ
け
い
じ

先
生

ゃ
。
ほ
い
じ
ゃ
、
ち
ー
と

聞
く
が
、
夕
ん
べ
は
何
を

し
と
っ
た
」

「

、

三
吉

き
の
う
は
朝
か
ら

山
の
田
の
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。
台
風
が
来
る
と
い

う
こ
と
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
連
れ
出
し
て
、
一
家

総
出
で
や
り
ま
し
た
。
ぼ、

く
は
学
校
か
ら
帰
る
な
り

。

稲
刈
り
に
加
わ
り
ま
し
た

夕
飯
は
、
た
ん
ぼ
の
あ
ぜ

に
腰
掛
け
て
、
握
り
飯
を

食
い
ま
し
た
」

「
に
ぎ
り
め
し
は
米

先
生

か
」

「

、

」

三
吉

い
い
え
麦
で
す

「
稲
刈
り
は
夜
も
や

先
生

る
ん
か
」

「

、

三
吉

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

提
灯
を
持
っ
て
手
元
を
照

ら
す
役
で
す
」

「
お
前
は
何
を
す
る

先
生

ん
じ
ゃ
」

「
稲
刈
り
で
す
」

三
吉

「
鎌
を
も
っ
て
か
」

先
生

「
は
い
」

三
吉教

師
は
顔
面
に
あ
ふ
れ

る
涙
を
手
拭
い
で
覆
い
、

「
す
ま
ん
、
席
に
戻

先
生

っ
て
く
れ
」

「
そ
ん
で
、
稲
刈
り

先
生

は
い
つ
終
わ
っ
た
」

「
朝
で
す
」

三
吉

「
三
吉
す
ま
ん
。
吾

先
生

輩
は
何
も
知
ら
ん
じ
ゃ
か

ら
、
偉
そ
う
に
罰
な
ん
か

与
え
た
」

「
三
吉
、
な
ん
ぼ
で

先
生

も
寝
ろ
。
大
い
び
き
を
か

い
て
寝
た
ま
え
」

教
室
は
生
徒
の
拍
手
で。

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

教
師
は
怒
り
を
胸
に
訴

え
ま
す
。

「
百
姓
は
、
米
を
作

先
生

っ
て
麦
を
食
っ
と
る
ん
じ

ゃ
！
」
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（月２００円程度）
7月 16人 5,230円
6月 31人 26,720円

映
画
「
石
内
尋
常
高
等
小
学
校
」
に

み
る
「
真
の
教
育
者
」
と
は

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般

質
問
の
中
で
、
映
画
「
石
内
尋
常
高
等
小
学
校

花
は

散
れ
ど
も
（
２
０
０
８
年
）
の
出
だ
し
を
紹
介
し
、
小

」

中
一
貫
校
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

新
藤
兼
人
監
督
が

歳
に
し
て
、
大
正
末
期
の
小
学

95

校
を
舞
台
に
「
真
の
教
育
者
と
は
」
と
問
い
か
け
た
映

、

画
で
す
。

「
子
ど
も
の
生
活
を
考
え
る
教
育

「
先
生
の
行
為

」、

は
正
し
い
か
と
、
生
徒
に
問
う
教
師
の
謙
虚
さ
」
に
学

び
ま
し
た
。

藤
島
で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
小
中
一
貫
校
」
は
、
子

ど
も
の
生
活
台
と
学
校
が
遠
く
な
り
「
子
ど
も
の
意
見

、

表
明
権
」
が
行
使
さ
れ
ず
、
大
き
な
問
題
で
す
。



庄
内
た
が
わ
農
協
の
２

０
２
３
（
令
和
５
）
年
度

の
事
業
総
利
益
は

億
３

29

４
８
７
万
１
千
円
（
前
年

度

億
４
４
３
１
万
２
千

29
円
、
事
業
管
理
費
は

億

）

27

２
０
４
４
万
４
千
円
（
同）

億
７
５
１
６
万
３
千
円

27で
、
事
業
利
益
は
２
億
１、

４
４
２
万
６
千
円
と
な
り

前
年
度
１
億
６
９
１
４
万

９
千
円
か
ら
４
５
２
７
万

７
千
円
増
加
。
事
業
外
収

支
を
合
わ
せ
た
経
常
利
益

は
３
億
６
８
６
４
万
５
千

円
（
前
年
度
３
億
２
８
３

７
万
５
千
円
）
で
す
。

特
別
損
益
及
び
税
引
後

の
当
期
剰
余
金
は
１
億
９

７
８
９
万
６
千
円
（
前
年

度
△
２
億
６
１
８
５
万
５

千
円
）
で
す
。

前
年
度
赤
字
計
上
は
、

新
余
目
支
所
の
遊
休
資
産

化
に
よ
る
「
減
損
損
失
」

が
あ
り
ま
し
た
。

当
期
未
処
分
剰
余
金
３

億
３
１
４
７
万
１
千
円
か

ら
、
利
益
準
備
金
１
億
円

と
、
リ
ス
ク
管
理
積
立
金

５
千
万
円
、
事
業
分
量
配

（

）

当
金
と
し
て
１
俵

㎏
60

あ
た
り

円
の
特
別
配
当

50

２
７
３
４
万
８
千
円
を
充

当
し
、
次
期
繰
越
剰
余
金

を
１
億
５
４
１
２
万
２
９

６
２
円
と
し
ま
し
た
（
前

年
度
１
億
４
５
１
６
万
４

６
２
１
円
。）

(

株)

あ
い
と
サ
ー
ビ
ス

は
、
売
上
高

億
３
０
８

47

０
万
円
（
前
年
度

億
２

48

２
９
９
万
円
、
経
常
利
益

）

１
億
３
３
５
２
万
２
千
円

（
同
１
億
２
１
０
６
万
１

千
円
、
当
期
純
利
益
８
８

）

０
７
万
４
千
円
（
同
７
８

９
８
万
５
千
円
）
を
計
上

し
ま
し
た
。

％
出
資
の
子
会
社
の

60
羽
黒
・
の
う
き
ょ
う
食
品

加
工(

有)

は
、
売
上
高
６

億
３
５
３
５
万
９
千
円
前
（

年
度
６
億
２
４
８
０
万
８

千
円
、
経
常
利
益
１
４
９

）

万
４
千
円
（
同
２
４
５
万

４
千
円
、
当
期
純
利
益
２

）

２
６
万
６
千
円
（
同
１
９

８
万
４
千
円
）
で
す
。

▲
そ
ん
な
中
、
こ
れ
は
国

の
大
謀
略
事
件
だ
。
日
本

を
守
る
ん
だ
と
自
民
党
が、

言
う
処
の
米
兵
の
一
人
が

沖
縄
の
少
女
の
人
権
を
犯

す
大
事
件
を
起
こ
し
た
。

事
件
か
ら
６
ヶ
月
が
過
ぎ

て
初
め
て
沖
縄
県
が
知
っ

た
と
言
う
ん
だ
。
こ
の
隠

ぺ
い
。
国
は
こ
ん
な
こ
と

ま
で
隠
す
ん
だ
。

▲
何
年
か
前
の
同
事
件
で

は
、
県
民
あ
げ
て
の
大
抗

議
集
会
が
開
か
れ
た
ん
だ

が
、
今
回
は
そ
れ
を
や
っ。

て
ほ
し
く
な
か
っ
た
ん
だ

隠
し
た
か
っ
た
ん
だ
。

▲
事
件
直
後
、
辺
野
古
新

基
地
反
対
の
県
に
、
政
府

が
代
わ
っ
て
や
っ
た
代
執

行
。
米
兵
の
少
女
暴
行
事

件
は
３
月

日
に
那
覇
地

27

検
が
起
訴
。
で
も
政
府
か

ら
知
事
に
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
首
相
４
月
８
日
米

国
へ
。
国
賓
で
招
待
さ
れ

バ
イ
デ
ン
に
抗
議
な
し
で

美
酒
を
。
今
月
に
は
沖
縄

の
県
議
選
が
。
隠
ぺ
い
し

て
の
結
果
は
、
新
基
地
建

設
反
対
が
大
き
く
負
け
た

ん
だ
（
石
川
）

。。

。

こ
ん
な
経
験
も
あ
っ
た

教
え
子
が
共
産
党
公
認
で

立
候
補
し
、
私
は
応
援
し

た
と
き
、
父
親
が
、
共
産

党
は
「
天
皇
制
反
対
」
な

の
で
嫌
い
だ
と
言
っ
た
。

「
隠
ぺ
い
」
の
連
続
だ

こ
ん
な
歌
が
あ
っ
た
で

し
ょ
。
〽
何
か
ら
何
ま
で

真
っ
暗
闇
夜
・
筋
の
通
ら

ぬ
こ
と
ば
か
り

と
。
今

の
自
公
政
治
、
数
の
ゴ
リ

押
し
の
結
果
は
正
に
こ
れ

じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

▲
「
裏
金
」
事
件
は
真
相

を
隠
し
た
ま
ま
、
国
民
が

希
望
し
な
い
パ
ー
テ
ィ
ー

券
は
残
し
、
領
収
書
の
開

示
は

年
後
に
し
た
。
国

10

民
は
呆
れ
て
い
る
ん
ダ
。

▲
「
親
権
」
問
題
で
は
、

共
に
暮
ら
せ
な
い
か
ら
離

婚
す
る
ん
だ
ろ
。
共
同
親、

権
な
ん
て
法
で
決
め
て
も

話
し
合
っ
て
結
論
出
せ
る

の
か
。
賛
成
の
倍
あ
っ
た

反
対
の
声
を
厚
労
省
が
隠

し
た
ん
だ
と
か
。

▲
国
民
が
望
ま
な
い
あ
れ

や
こ
れ
や
が
重
な
っ
て
、

内
閣
支
持
率
は

数
％
と

10

。

、

出
て
い
る
と
い
う
事
は

自
公
政
治
が
嫌
わ
れ
て
い

る
と
い
う
事
。
な
の
に
、

次
の
総
理
大
臣
を
話
題
に

す
る
厚
か
ま
し
さ
。

②
私
と
天
皇

告
諭
は
一
定
の
国
民
が

支
持
し
、
信
仰
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
新
憲
法
の
下

で
無
く
な
っ
た
と
は
い
え

な
い
。

、

、

戦
後
私
が
教
師
を
し

家
庭
訪
問
で
廻
っ
た
時
、

父
親
が
、
こ
れ
は
家
宝
で

あ
る
と
見
せ
て
く
れ
た
の

が
、
天
皇
に
献
納
米
し
た

こ
と
へ
の
お
礼
に
貰
っ
た

（

）

額
入
り
の
感
謝
状
写
真

だ
っ
た
。

東
田
川
史
跡
物
語

『
駐
鑾
之
碑
』
の
歴
史
的
評
価

青
山

崇

(

現
在
は
、
共
産
党
は
憲
法

を
支
持
し
、
も
ち
ろ
ん
象

徴
と
し
て
の
天
皇
、
国
務

に
従
事
し
な
い
天
皇
規
定

も
支
持
し
て
い
る
。)

一
方
終
戦
後
、
私
ら
小

学
生
は
〝
チ
ン
は
ヘ
ソ
の

下
に
あ
る
ぞ
い
〟
、
〝
テ

ン
脳
ヘ
イ
下
〟
と
、
そ
の

部
分
を
指
さ
し
な
が
ら
言

い
合
い
笑
い
転
げ
た
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
戦
時
中
は
、
天

皇
写
真
（
御
真
影
）
な
ど

関
係
す
る
も
の
に
は
必
ず

お
辞
儀
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

ま
た
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
だ
け
で
、
往
復
ビ
ン

。

、

タ
を
喰
ら
っ
た
そ
れ
は

映
画
で
白
馬
に
乗
っ
た
天

皇
を
見
せ
ら
れ
た
後
、
感

想
を
い
え
と
指
名
さ
れ
、

〝
天
皇
は
神
様
と
教
わ
っ

て
き
た
が
馬
に
乗
っ
た
天

皇
は
、
恐
れ
多
く
も
人
間

と
思
っ
た
〟
と
言
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

国
民
が
天
皇
を
知
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
日
清

・
日
露
か
ら
始
ま
り
２
つ

の
大
戦
を
経
て
で
、
戦
争

に
よ
っ
て
存
在
を
知
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
し
、
戦
争

天
皇
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の

年
度
決
算

23

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 2021年度 2022年度 2023年度 前年度と基準年と
平成５年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 の対比 の対比

正組合員数（人） 16,876 11,287 10,987 10,665 97.1% 63.2%正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 420 384 359 93.5% 32.0%
資産 資産117,589,340 130,806,414 127,102,351 130,520,330 102.7% 111.0%
負債 負債111,618,080 120,949,342 117,831,330 121,368,123 103.0% 108.7%
資本（純資産） 5,971,260 9,857,072 9,271,021 9,152,207 98.7% 153.3% 資本（純資産）
当期剰余金 当期剰余金93,323 199,622 197,896 212.1%△261,855
貯金 貯金96,633,096 115,369,836 112,235,064 115,317,411 102.7% 119.3%
貸出金 貸出金36,394,244 32,368,791 32,858,273 32,957,356 100.3% 90.6%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 427,517,915 413,941,034 398,848,684 96.4% 59.9%
購買 購買19,815,583 3,368,898 3,844,257 3,530,498 91.8% 17.8%
販売 販売30,276,797 12,719,876 12,714,912 12,784,904 100.6% 42.2%

(米穀) 24,149,280 10,240,896 10,168,842 10,513,397 103.4% 43.5% (米穀)
（園特） 3,263,811 1,534,951 1,632,240 1,479,279 90.6% 45.3% （園特）
（畜産） 2,863,706 895,501 862,868 734,988 85.2% 25.7% （畜産）

（産直店舗） 48,527 50,961 57,238 112.3% - （産直店舗）
自己資本比率 14.24% 14.20% 13.88% 自己資本比率

合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。燃料・葬祭が10月１日から、農機・車両が１月１日から事業開始


